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Infusi昭 ourfat emulsion (see this journal vol. 22, p. 1--13) intravenously to 

rabbits, we studied on the production of the opsonine in the blood of normal (non-

treated) rabbits and pneumothorax ones. The metabolism of the infused fat in 

the pneumothorax rabbits was also studied histochemically. 

The results obtained were as follows : 

1) After infusion of the fat emulsion alone, an increas巴 ofthe opsonine value 

in the blood was observed both in the normal and pneumothorax rabbits. However, 
this phenomenon was not so distinct in the latter rabbits as in the former. 

2) When the fat emulsion alone had been given daily for three weeks running, 
the opsonine value showed a tendency of gradual increase. But from the third and 

second week on, respectively, the normal and the pneumothorax rabbits revealed no 
increase in the production of the opsonine any more. On the contrary, they showed 
equally a descending trend, owing to the fat accumulation in the reticuloendotpelial 
cells after the repeated administration. 

3) The increase in the opsonine production was remarkably promoted by simul-

taneous administration of methionine or of methionine together with riboflavin. In 

particular, when the fat emulsion was infused concurrently with methionine and 

riboflavin, the opsonin巴 valuewas, more or less, increasing continuously as to show 
80% increase in the normal rabbits. This increase reached 60 ;-;; in the pneumothorax 
group. 

4) In any case, the di任erence in the increase between the normal and the 
pneumothorax rabbits was always quite distinguished. Histochemical study disclosed 
that the pneumothorax rabbits took much longer time to metabolize the infused 
fat than the normal rabbits did. For instance, the fat globules completely disappeared 
in the lung of the normal rabbits already 3 hours after the infusion、whilein the 

lung underw巴ntpneumothorax the fat globules, tho暗 h few, were still observable 
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even 96 hours after. 

5) With regard to the fat metabolism, it was clearly demonstrated that the 

lung plays an important rδle in changing neutral fat to lipoid (ASADA; NAKATA). 

The present study added thereto another fact that there is an intimate relationship 

between the ability of the opsonine production and the fat metabolism in the lung. 

6) Accordingly, the increase of the opsonine value after the infusion seems to 

be one of the resultant phenomena but not due to the stimulative action of the 

infused fat to the reticulo-endothelial cells, since the fat infused was changed smoo-

thly to lipoid and then to keton and utilized, ensuing in hyperfunction of the bodily 

cells as a whole. 

7) In the light of above mentioned result, it is very reasonable to assume that 

in practice the fat emulsion should be administered intravenously combined with 

methionine and riboflavin. 

緒
.=. 
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踊って吾々の教室に於いては1949年初めて静脈内へ

も輸入可能な脂肪乳剤の作製に成功し，すでに麻田，

伝染性の疾患に於て，血中のリポイ F'体は最盛期に 財律，塚田，仲田等はこれが静脈内注入時？と於ける体

於ては減少し，恢復期に至って始めて正常若しくはそ 内代謝過程、その他；二就いて生化学的，組織学的研究所

れ以上に』欧復するが（Kipp,Chauffard, Larsche），一 見を発表するに至ったが，私は更に前述の観点に立つ

方流血中の免疫体の消長は略々これと平行的な堆移を て，吾々の脂肪乳剤を静脈内へ注入した際の流血中の

示し，血清中のリポイ F'体の溜加と抗体との聞に一定 菌喰健作用促進物質であるオプソニンの消長を検討し

の関係があることが朗らかにされて居り（井上），古 た．

くから大楓子油，榔子1由，肝1由，オリーグ抽等の脂肪 ところで肺臓は胸管を経て乳擦が最初に流入する実

体が結核等の慢性伝染性疾患に用いられ，その効果が 質臓穏であるという解剖学的位置的関係から，とれが

認められて来た．而も化学療法が著しく進歩した今日 脂肪代謝に関与するのではないかとの推測は古くから

に於てもな宰J，結核の様な慢性消粍性疾患に対しては いだかれていて， Roger一派，木邦では森等の研究以

個体の体力，抵抗力の増進が依然治療上の中心となっ oj:；，この点に就いて多数の組織学的，並に生化学的研

ており，近来高蛋白高脂肪食療法が好影響をもたらす 究が行われ，今日では漸く肺臓の脂肪代謝の重要性

ことは周知の事実である． が認識されようとしている．吾々の教室に於ても麻

その作用機転に関しては今日不明の点がなお多い 回， f中田等は苦々の脂肪乳剤を応用してこの点に就い

が，その免疫的意義については古くから色々の実験が て詳細に追究した結県，静脈内へ注入された中性脂

行われて来て，オリー内由，大；旗手油，ラノ P人間 肪球はまず肺胞I食細胞，肝星細胞，牌の網内系細胞群

子泊等の油脂類，コレステ Pン，レチテイン等の類胞 によって貧l食され，同時にそれら細胞内でリポイド化

体， l,2の脂肪酸を種々の形で非経口的，又は経口的 されるという事実を組織顕徴化学的並びに生化学的院

に投与して，箇I~食臨作用の光進，特殊及び非特殊性免 立証し，特に肺臓のリポイ F'化機能を重要視するに至

疫体の憎強，菌毒素に対する抵抗力のi曽加，菌発育也 った．故に肺臓の機能を何等かの方法を用いて制限し

止作用等の好影響を与えることが報告され，就中リポ Tこ場合，当然公身の脂肪代謝にも大きい影響を及ぼす

イ，..体は免疫体発生上重要で，任問＼：ffi胞Cl機能を良好 であろうことは訴易にl何像せられるところであり，~；／；、

にすると共：ニ，抗毒素の生成を奴舞L，全身の抵抗力 に肺結校症に対し種々のE役目覚療法がIL；く行われている

を高めるものと考えられているe併し之等の突験成績 今日，この問題は真に重要な部柄である， fl；るに末だ

は何れも非経口的投与とはいえ，皮下，腹腔内注入t') この方面に関する研究は恒めて砂いのである．そこで

形式がとられ，中性脂肪を経青qfID~-t~Hこ注入した例は殆 ;'f:L、は木脂肪乳剤を応用して，ー側の肺臓を人為的に虚

んど見当らない． 脱状態に落入らしめた際，果して前記肺臓の脂肪処理
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機能は如何様な態度を示すものか，J更にそれと免疫体 を行ったものを 0.85%生理恥食屋水に浮遊せし九 60

産生能に如何なる変化を来すものであるかという点に °C30分間加熱滅菌したのち，脱脂綿の薄層を 2回通過

就いて比車交検討Lt~. せしヘ，；更に遠心して上澄液を分離した．而してその

A. 血中オプYニンの消長について

I. 実験材料並びに実験方法

1) 脂肪乳剤

使用した臆肪乳剤は肝油を原料とした15～20%乳剤

で，その含有脂肪体の成分比は中性脂肪8596，脂肪酸

7.6%，レヂテイン6.4°0である．而して常にそ，，JS%乳

予期lを lkg当りI.Secの割合で， Ji!Dl'.>脂肪にして lkg当

り0.25grの割合で家兎の耳静脈内へ注入した．何とな

ればこの注入量がオプソニンの堆移観察には震も適当

であるという鎌田の笑験成績があるからでみる．

2) 実験動物

2kg内外の雄性成熟家兎を使用した．而して草食動

物である家兎は麻田，仲田，端野告書：のいう様にその脂

肪同化能力は極めて弱く，一般に脂肪代謝の突験には

余 り好ましくないにも拘らず， ;fl、品貫主てオごJ足験に於て

終始家兎な使用した理由は，家兎の脂肪同化能力の弱

いことが却って脂肪に対する諸反応が他の試獣を使用

した場合よりも一層明瞭に出現するのではないかと考

えずこからに他ならない．又肺虚脱突験を ：.，fjj:lt行う関

係上，気胸の影響を可及的ー側の肺臓の段脱のみに止

める£1:：味からも，縦隅賓移動の少いといわれる家兎を

試獣と、して選んだ．而して木笑験に使用した家氾は何

れも予め一週間以上飼育し，その体重力：一定に保持せ

られるのをまって実験に供したが，オヘ’叫売の性質上飼

糾にl土特l二厳重な注意を払い終始脂肪含有の少ない而

も同一飼！料を以って飼育した．

3) オプソ二ン検査方法

¥V RIOliT氏主去の教室改良法により行ったが，それに

必要な材料はPくの如き操作によ り得られたものであ

る．

i) 1血清

早朝空腹開試獣の耳静脈からit射器で採血の上血清

を分離したが，州＇＇＇＂－＇＞J''i'.Jini，行・うことは食J(1t，若くは

低蛋白血症を招来し，ひいては流血中のオフ、ツニン値

の低下をまねく恐れもなしとしないの】cl':i:ri'rlil可及的

少lrtvr1ら0.5cc以下にと Yめた”

ii) 菌液

;%c己保fi（＇）賀色葡萄状球菌（寺島株）の24時間培養

残留菌のみを更に同一操作を3回操返すことによって

充分洗糠した上，改めて0.85%食盗水に浮世器せし げ＂・

] cc中の菌査が 3,000 回転30分間の遠心で.ffdP..~ ；＇k仮説；

殺計の目盛にして 0.5度目（0.00035cc）となる様に添

加食盗水量を加減したa

iii) 白血球液

体重300g内外，＇）健常モルモヲトの腹腔内に無菌中性

ブイヨ ン10ccなi｝一入した後，4～5時間を経て腹腔内法

出液を出血せざる機充分注意のもとに採取L，洗織す

ることなく使用した．而してこの際毎常悶－~濁皮を

有する白血球液が得られる．

iv) 検査術式

先ず内経約 0.5cmの滅菌した毛細ガラス営を用意

し，予め分離した上記血清，菌液汲；び白血球液を夫々

滅菌小ガラス綜に盛り，上記毛細ガラユ管に空気の胞

をへだて L出渚，白血球液，菌液を等量に採取し， ι

れを小崎・計皿上に吹き出し気泡泊：生じなし、織に良く混

合した上，毛細ガラ ユ管中に1J入， 37°C~lj!jTH器に JSI)

閑静置した後取り出して，再び充分に／見干llした後塗抹

標i，，，作製した．こ （＇＿）塗抹日寸＼をば速かにEつ充分乾

燥せしめた後， 105j間メタノーYレで固定し，ギムザ稀

釈液で染色を施したよ鏡検した．

鏡検に際しては輪廓が正しく而も染色性が良好なも

ので，且孤立した中性多核白血球のみを 500個計上

し その 100個に対する喰菌数の平均値を求めた．菌 ’

体ほ正しく白血球内に取り入れられたもののみを音慢心

し，同時に一白血球内に5fl回以上の菌体が存在する場

合XIj、白血球と菌の比率の甚しく異なる視野は除外し

た．勿論教室先人の教える如く，以上の操作を充分熱

練した後~i~’人齢、を施行し ょこ．而して 100f問中の喰Z倒白

’ (1食）とし，その中の凶火の手口を（菌）とし，両

者の和を（二f）となし，血清の代りに0.85%食筏水を

使用した場合のl食菌子走’対照となし，両者。比をオプ

ソニン値とした．この方法によると正常家兎血清のオ

プソニ J他lt0.6～0.7；の間にあり，大多数は0.66前後

で、あった．

4J 気胸について

両側気胸は呼吸機能を初め，と；T身に対する影書評カ：余

りにも大きいので私は両側気胸を避lづ－片側気胸突験の？

みを施行．した． 一般に肺臓機能は片側肺が虚脱状態に、：J

FAf

、ι勺J
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おかれると反対側の陸側j怖が戎る程度迄の代 1.2. 

償作用を行うものとされ，殊にガス代謝， Jill l 
t ’－  - ', - ~ ..唾

液所見等の面から観祭すると少くとも24時間 ι。l ，.－－~；..，ナフ‘ ’＼ __ ,,,._ －~－－ ..... 
4一 一一

以内に節 正々常状態に復するものとされてい ア

る．従って私は片側肺の成脱状態下に於てfr.J -: O.<!l ’ 、
~ -・ 1 '•._1 

も鵬肪乳斉IJを静脈内へ注入しずこ時，その肺臓 I 3 ~ ワ ~ ,, 13 .~ 円 円 21 >3 ;i~ 刊. 2~ a 

の示す阿肪生担E軽量認が気胸側と健常側とに於 f →；t ~ a 札

て如何搬な差異を示すかという点をも併せ検 第 1図右1u11;'\'!f•場 ： 1寺に於ける他常家兎血中オプソニン値のi行長

討した雨して木実験では常に呼吸面積が大きく且心 傾向が認められた．併しその稗度は左税問題にならな

臓血管系に対する直後的影響が少いといわれる右側気

胸のみを施行した，

即ち家兎を左側々臥位で右前肢がや L白lj方にある様

に閏定し，後勝笛線の部を剃毛消毒したfた第6～8肋

聞を穿刺して人用人為気胸蒋により徐々に空気を有胸

腔内へ注入したe 肺臓の席脱状態の科度を知るには注

入空気量，胸間王等が一応目標にはなるが，期る目標

のみでは訟獣の大小，閏定位賢，~には安静状態等に

より多少とも変化すること(J:、免れ得ず，ために一定の

基準を得難いから私は更にr,・;ri白土期する意味で， ホヲ：

験施行・7こ先立ってX線透視下に肺臓の版llil.状態とn.・入

空気量，胸腔圧との関係を観察じた，而して上記の固

定位で、は胸腔圧が 0.5～0：てif＇＇こ右肺は常に略々完今に

段！此伏J態にある事を確め得Tこの＇：，以後これを指標と

して注入空気査を加減した．叉長期連続実験に際して

は空気を絶えず繍充する必要があるが，その補充には

如何微な方渋を構ずればよいかという点が問題とな

る．従って私はこの点を明確にする目的で胸腔内へ注

入した空気の吸収状態をX線透視のも とに観察した結

果，家兎の片側肺を常に鹿脱状態に維持するためには

初めの3日聞は連日施行し，以後は隔日に行えば充分

その目的合ifし得ることを知った．又一般に家兎に気

胸を行うと呼吸数がj曽加し，元気がなくなり，食恩は

減退し， Ifふ重も減少するが，約1週間も経過するとこ

の状態にも慣れて食思並に体重も略々正常の状態に恢

復する．従って常に 1週間以上気胸にならし，然る後

健康状態に異常のないもののみを実験に供した．

唯単に気胸を施行するのみでも呼吸後舘に大さな影

響を及ぼすのみならず，又網内系機能，肝臓機能等の

減退を招来し，全身的に可成り大きな影響をl土日すも

のであろうことは想像に難くない．従って在、はまず正

常オプヅニ ンt・こ滋；ぼす人為気胸の影響を検したe 結果

は第1図の如くである．これによると家氾により多少

の個体差が認められはナゐβ1，一般に幾分か低下する

し、．

日実験第 1

脂肪事L剤のみを 1回限り注射した場合

15%脂肪乳斉IJを体重lkg当り 1.5亡Cの割合でI回限り

静注ーし，一定時間毎に逐時的に採血して流血中のオプ

ソニン値の取移を検討し，編後の実験の参考とした“

実験成績並びに考案

正常家兎例では流血中のオプソニン値は脂肪手l湖lの

注入後1時間， 6崎・問.12時聞に豆り多少i[i)J僑はする

か， 24時間を経るとが－］30%t曽加を，示して最高値に達

し， r!B'l'ii百！？〈：二れても略々 同様な値を示した後漸次低

下した暗然るに公的例では斯るE常例の変1!:fi認め

られず，オブソニンの産生状態は主主か：二世＂＇・ 、 即ち正

常例よりも主主かにJ；くれて漸次上昇を示しit入後5日

目噴に去って初めて最高値に達した．而もこの上昇科

・S'tも正常例に較べ這カイ二位徴 、あった，即ち正常例で

第 1表 ] lf!ll汲り脂肪乳剤を注射した場合の正常

J及び;r.(I!＜~京兎♂〉血•l• オ 7・ソユンイl貴の i狩長

正常例

0.64 

0.64 

l 以胸例

1-rn&ご〔「
-1市l河1了一一｜一一一一｜一一 一一－

1.00 I I o.66 I 1.00 ~－t胸開W-1→｜ ｜ 
ti必！日if1n: I o.66 I 1.00 

← it 井l→
九時間

Index ｜比

1.00 

0.72 

0.61 

o.w 
0.87 

1.12 1.02 

0.92 

0.67 

6時Jillo.<1;; 

l.08 

1.36 

0.61 

0.59 

0.65 

l'.211'ill¥l 

24f時IHI

4fl"l'ilill 

72時•·!ill

96時間

120苅Ii円

144問問

16B＇時間

0.89 

0.98 

o.67 I J.02 

0.74 I 1.12 

0.77 I 1.17 

o.84 I 1.27 

0.73 I 1.11 

0.70 I 1.06 
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第2図 1回限り JI旨肪字L剤を）j；剃した場合の正常

J及び主主胸家兎血『I－＇オプソユン値の i宵長

は24～48時間自に既：二オプツニン産生の充進が認めら

れるが，気胸例では前記の如く脂肪乳剤静注にもとず

くオプソニンの産生状態は弱く，且遅く現われる．

教室の麻田はさきに家兎の静脈内へ脂肪乳剤のみを

而も 1回限り注入した場合，組織顕微化学的に24～48

時間で、注入された中性脂肪はリポ午 v化され，組織か

ら消失することを立証したレ，この時間的関係が流血

中のオプヅニン産生の堆移と国各々一致する事は真に興

l,¥j, ~＇， ること‘ヤ脂肪乳剤注入時に於ける流血中オフ・ソ

ニンの産生JL！監はi生入脂肪が順調にリポイ 1ド化された

結果によるものと考える．然るに気胸した場合には左

心室血の総指肪酸量は著明にi曽力日し，左右心室血に於

ける Pポイド体合有量も相近似して来る．而も脂肪体

を負荷した場合には正常例に比して， Lip詰micのヰt.1L~

d：長く続くこと並に後述する私の行った組織顕微化学

的検索成績からも明らかな様に：11:常例に比し，気胸例

では乳斉I］注入後極めて長い間llili臓組織に注入脂肪体が

検出され，而も日ポイド反応が弱いこと等から考えて

もこの事実は容易に了解され得ょう．即ら矢川家兎に

於ては肺臓の中性脂肪をリポイ，..化する機能がおとろ

えら結川，注入!Iii肋JFタ！日＇~JL.：， 利用がおくれ， それに

伴なし、すプソユンの産生も叉惑くなるものと考えられ

る．

目実験第 2

目E肪手L斉ljのみを連続3週間注射した湯合

1 f!fji];I，乳行IJはその所期の目的が非経fl舵栄養補給に

あることは申す迄もない．従ってそれがためには長期

に豆り障碍なく連用ILi＋：るもので・なければならない．

ffillて脂肪処邸能力の弱い家兎の約十脈内へ脂肪手L剤の

み主1～λjl,',ill¥J：二以り連日住入するIiiI t，行ご入脂肪体は

組織学的並に生化学的検査成績からも明らかな様に3

週間を過ぎると ともに多少とも体内異常蓄積をうたす傾

向を示すに主るよ，斯る場合流血中山オブソエンの産

生状態が如何様な変化を示すでものかを検討した．市し

て注射と採血は常に－）j_£のブJ式によって行＜－＇九即ち

乳斉IJ注入後24時間で流血中のすプソニン値が最高の値

を示すという前述の突験成績にもとずき採血は常に最

後の注射後24時間自に施行した＠又気胸と注射とは気

胸操作のi宣桜的影響を可及泊令さけるため6時間以上の

間隔を:t －； ~、すこ．

実験成績並びに考察

正常家兎の場合は手L斉IJの連続注射を行っても流血中

のオプソニン値は漸次上昇し， 7～10日目で約50%の

埴加を示して最高値に達するが，その後向連日注入を

続けても 3週目にはいるとともに，注入を継続してい

るにも拘らず流血中のオプツニン値は漸次低下の傾向

を示し， 注射中止後再び一時的な上昇を示しはするが

暫時で‘正常’に復した．これに対し気胸例では1回注入

時と問機流血中のオプソユン産生状態は著しく程度

第 2羨脂肪乳殉jのみを ill~’＇（（iJ：射した場合のJE1il'

j及び気胸%＜＇.兎の血lj• オプソユン値のi首長

正常例
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血中オプソニン値の消長より観た肺臓の脂肪代謝機能に関する突験的研究
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中性脂肪のリポイド化機能を来

していることは教室の麻田等の

突験成績からも閉らかなところ

である．併し財津の行った生化

一平均値 学的実験成績によれIf，脂肪乳

剤（JみてL連日に豆りIi入すると

3週目頃よれ肺及肝等の組織

脂肪が閉らかにl首長するとい

し、，更に叉麻田は組織学自t’fてj切

る条件下に於て，脂肪の蓄積

35白像を認めている．即ち脂肪凱剤

を単独に而も長期に立り脂肪処

理能力の弱L、家兎の静脈内へ注
第3図脂肪乳剤のみを辿絞i注射・した場介のIF.’1；＼・家兎I自1'1＇オプソユン値の il'i長
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第4図 脂肪宇L剤のみを迷紋詮身、j した場合の右jUIJ~.＼胸家兎
血，，，オプソユン値のi宵長

で，連続注入によって初めの聞は漸次軽度乍ら上昇を

示した．併しその長高値を示した際といえども精々25

%前後の場加にすぎなかった．而して既に第2週目に

はいると下降の傾向が認められ3 その正常値復帰も定

常家兎の場今より蓮かに気胸例に於て速かであった．

3くとの際も注射中止？をヤはりオプソニン値の一次的上

昇が認められた．

このj主役注入’実験を通じて特に注目すべきことは次

の事実である．即ち気胸をしなかった例で、も 3週目か

ら，更に気胸例では既に2週日から脂肪乳剤を連続注

入し続けているにも拘らず，流血中のオプソニン産生

堂が次第に低下を示すということであろ．網内系細胞

群（R.Eふ）は身体防衛組織を形成し，抗体産生母地

であることはチ日悦う余地はないが，他方又 R.E.S., 

に属よる肺胞1~：1.岡山，川H1DW臼，牌の網内系細胞等が

、． 

ちは家兎といえどもその各臓器

の脂肪処理機能が一時的に元逸

して，順調に注入脂肪体の処理

を行うが，併し3週目頃に至る

と最早注入脂肪は全く）順調に処

理され利用しつくされず，寧ろ

却って注入脂肪は蓄積状態を漸

次現わすという事実からじら

この聞のオプソニン値の消長は

元分理解され得るのである．

S5a・ 麗従来脂肪投与により免疫体産

生が元進する成因として，リパ

ーゼ［面と／R.E.S機能との相関関

係、から，リパーゼと抗体との両

に特殊な意義を認めるものもあり（MocH，徳山），叉

網内系に脂肪体が沈着すること自14；が物理的刺阜げF用

となれこれが免疫体産生を促すものとする学者も少

くない（BEUMER. 高橋，馬場）．特iこ加藤は家兎をコ

レステ Hン含有飼籾で飼育した際，チプス菌凝集素産

生機能が初j切にはjし進企示すが，長期に亘ると会flって

之を抑制することを；tC／•，同時にその際行った組織学

的検索により網内系細胞に多量のコレステ Eンが沈着

している~Jo:突を認めた．而してこの初期の元進はやl 土

り刺蚊作用にもとずくものと論じているが，斯る現象

の発生機転に対する説明は兎も角として，この事実は

私の得7こ実験成績と併せ考えp 真に興味深いものと考

える．

jl~に気胸家兎例に於ては前述の様に脂肪の同化能

力は正常例よりも温かに惑く，脂肪手L剤を連続注入す
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る時はその注入開始初期に於てこそ一時注入脂肪体は

健側肺，肝，牌等の代償作用が／r.:進一：－ることにより円

滑にリポイド体へと変化され，利用されてゆくが，こ

の時期：ニ一致して流血中のオプソニンも又一時上手守を

示すのであろう．合符に主ると家兎に人為気胸を施し

たり，何こ【iかの方法、釜息状態を惹起せしめるなど， e

兎に角呼妓面会縮少せしめた場合には，それのみによ

ってリバーゼ価が低下するという事実から，肺の呼！！＆

面とリパーゼ1函との聞にはかなり重要な相関関係が成

立するともいう．従って斯る状態下に到れば当然注入

脂肪体の処理に際し必要なPパーゼの産生も不足する

であろうが，何れにしても気胸にもとずく肺臓の有効

面積の縮少にともない．注入中性脂肪のPポイド化は

不円滑且つ遅延し，従って正常例よりも史に気胸例に

於ては注入脂肪の蓄積状態の招来も一層早期に惹起さ

れるであろう．従ってオプソユンの産生状態も又正常

例に比し這かに気胸例では怒くなるものと思われる．

併し斯る状態下に至ってもなお家兎の一般状態には何

等の変化も認めらわな，＇ 1、ν 1fこ．

¥l 実験第 3

メチオニン，リポフラピンの併用下に脂肪乳剤を

連続3週間注射した場合

メチオニンには著明な抗日旨肝性作用の存在すること

は今日一般に承認されたところである．又リポプラピ

ンは細胞内に於て特殊蛋白と結合し詐烹として細胞

内酸化作用に関与し，而も特に脂肪代謝に対して重要

な役割を演ずることが近来注目

されるに主うた．そこで私は 1,8 

これらの物質を脂肪乳剤と併用

して，静脈内へ注入すれば脂肪 1,6 

同化能力の弱い家兎に於ても

著しくその注入脂肪の処理機能 叫

泊促進ーされ，円I＊イじされてi':J二人

脂肪の蓄積状態が全く招来され 12 

ないことはすでに教室先入の実 ~ 
験でι明らかにされたところで : 1,0 

あか．従ってこれらメチオニ ,, 
？土

注入脂肪の蓄積状態が惹起され，その結果として一旦

上昇した流血中オフソニ日値が却って低下するという

現象を防止し得て，オプソニン産生にも好影響を必ヱ

すであろうことは容易に推察されるところである．従

って店、は更にこの点に就いて検討を加えた．

メチオニンは武田製Lーメチオニン製剤である『メル

チオニンJを，日ボフラピンは白木衛斉｜］社製『チヨコ

ラBBJを使用した．市してメチオエンは体重lkg当

りlO!T'g, リボフラピンl土lkg当り 2.5rn邑の割合で脂

肪乳剤と併用した．

実験成績並びに考察

メチオニンは抗脂肝性作用の他基礎代謝，白血球遊

走辻i芝，肝臓機能等に好影響を与えることが報告され

ている．叉リボフラピンに関しても矢追，米山はこれ

が免疫体産生に好影響ありといい，叉他方木村の如く

著しい影響なしとするものもある．更に又井上の如く

病態時には白血球機能元進作用を示す，戸，健康体では，

殆んどその影響が認められないと述べているものもあ
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第 5図 メナオ＝ン＋リボフヲピンのみを；車線注
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ち脂肪乳剤lのみを家兎の静脈内

へ長期に亘り連続注入すると，
第6図 脂肪宇L剤及び千手続抗日旨Ji干性剤を連総注射した場合の

可｛官家兎血’I• オプソユンのiη長



血中オプソユン値の消長より観た肺臓の脂肪代謝機能に関する突験的研究

る．従って私はまず健常家兎にこれらの物質を前述の

量宛連続一週間に亘り静注し， 12日聞に頁りその流血

中のオプソニ ンの消長を観察した，，然るに何れも正常

範囲内の動路にと xまれ強いて云えば気胸例にや与

好影縛を認め得たが，正常例に於ては有意義の変化

第3表脂肪字L剤＋Methionineを混合連縦注射し
た場合のIE常・）］｛気胸家兎の血中オプソ＝

ン債の消長

IE 1ii・例 会i 胸例
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を認めなかったとい L得るであろう．

正常家兎の静脈内へ脂肪乳剤とメチオニ ンを併用注

入した場合には流血中オプソエン値は第6図に示す機

第4表脂肪＋Methionine+Rivoflavinを混合連

縦注射した場合の正常及会4胸家兎の血’（1

オプソ ニシイm：のi「IE主

IE 'iii＇例
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第7図脂肪乳育I]）］｛ぴ各級抗脂肝fl;剤をi.!I'.一台＼＇1i:I：身、lした場合の

完走胸家兎血’I• オ 7・ソニシ侃の i1I長

｜ 気胸 例
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にその上昇度は急速で，既に4

日目には約50%のt曽加を示し最

高値に達した．而して以後略々

同じ高三で多少の動揺を示す

が，第3 週の終りに~~るとや与

下降の傾向を示した．併し注射

終了後といえども，脂肪乳剤l単
独il入If与の如~急激な変化は示

さア£う.'tニ．

気胸例では第1週に於ては特

別の変化を認めないが第 2週

以後に￥るとゆるやかな上昇をas-a 
示し10日前後で約40%前後の噌

加を示して最高値に速し以後

多少の動隠を示しつ Lやはり第



3週の終りに至ってや L低下の

傾向を示した．即ちメチオニン

の影響は正常例では初期に現わ

れるが，気胸例では寧ろ第2週

以後：二f¥I!コれている．

更にリボフラビンを併用する

とこの状態は買に改善され良好

な成績を示した.t!Dち正常例に

於いては5日目で，気胸例では

7日目頃に一応ピークに達し，

以後注射を絞けても依然僅か乍

ら娼加の皮を加え，最高正常例 r os 

では70？；，，気胸例ー己IJ 55?o心lWI I ・町 守
’ 一一一→託栓固まL

加を示した．而して注射終了後 第8図τ脂肪乳育IJ＋メチオユ ン＋リホフ ラビyの連続注射の場

は一時的に僅かの上昇を示した 介の正常・及以胸家兎血中オプソニン値のiff長

fを急i~£に低下して正常』二復した. J.1Dちメチオニンと P 血中オプソニ ンの産生が順調に行われている点からみ

ボフラピンを脂肪乳斉IJゎ日入にあたり併用すると前二 ても，前述の様にこれを単なる物理的刺戟作用のみと

者の実験成績よりも主主かに良好な成績を示し注射期 して解釈することlJl±¥7にないと考える．

問中を通じて終始オプソニンの産生状態は順調に行わ 併し正常例と気胸f例には第8図に示－J－械に明らかな

れ，従って疏血中オプソニン航ヴ僧加曲線もJ脅かな厄1 差異が認められ，気的例の方が遥かにオプツニン産生

線を示したβ 状態がわるし、．気胸例に於てもメチオニ ン， Pポフ

之等の成績は組織顕微化学的に注入脂肪の蓄償低L". ラピン等を併用すると注入iJi'!/lJjc'；／古田が促進さjLi ;J;す

現われないこと，更に肺臓及び肝臓の潅流実験からも るが，併し気胸自件、にもとずく肺臓の有効面積の縮断

明 J・0二件に＇ l主人中性脂肪の Pポイ 1叶七点；問めて促 に伴ない必然的に肺臓の部俊店P，従って当然肺臓の前

進され，而してその結果生じたケトン体も亦順調に酸 記脂肪処理機能も低下する結果，注入脂肪体の一次的

化分解されつくすこ と，叉窒素平衡， 電気泳動所見か 処理に関与するrnn1:;J!i1;:;1J－：，：二肝臓，牌臓の脂肪処理機能、

らみて蛋白代謝が著しく好転すること，更には叉組織 が代償li'JI二泊大＼！ることが要求されるであろう．併し

呼吸測定実験でも好影￥撃が認められること等の成績と 刷、回，妹尾， 端野等の笑験で朗らかにされた様に肝

よく一致するもので，注入中性脂肪はf)j：用したメチォ 臓，牌臓に於ける脂肪の一次的の処理機能即ち中性脂

-；／により：上かにリポイド化三，！ l，ケトン体を経て， 肪の リポイ 1-'1ヒ機能付Jlili般に！［：；－，、て極めて弱くEつ緩

更には官ボフラピンの協同作用のも とに）I蹟調にF品繊細 慢であることから， Tことへ健側目iiiのみが疋常機能を保

胞内三酸他利用される結果全身の各組織細胞の諸機能 持していても必然的（二n＝入脂肪，，＿，処理がともすれば正

を元進せし。：），従って叉流血中オプソニンの産生機能 常例に比しおくれ勝ちとなれ従ってその体内利用も

も亦元進するものと考える．勿論すでにー．この学者 正常例程順調には行われず，従って流血中オプソエy

により明らかにされた様にこれらの過程に於て細菌 値の消長にも当然正常例と気胸例との聞に斯る差異を

免疫学的に特殊な作用のある脂肪酸，燐脂質の生成が 生ずるのであろう．而して斯る観点からみても，肺臓

行われョこれらが働きの中心lニなることも推察はされ の脂肪処理後能は極めて重要視すべきことがわかるで

得るが，その詳細は今後の研究にまたなければならな あろう．

ぃ．併し乍らオプソニン産生機能の1-C進が前述した椴

に単なる物理的刺蚊作用によるものであればメチオニ

ン，リポフラピンの併用によって却ってその刺段作用

は減退するものとしか考えられず，それにも拘らず笑

際にはオプソエンの産生機能は充進して居り， 軍ろ流
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を示した．而して連続注入を行うとオプソニン値は漸 且l均気胸例に於ては脂肪乳剤の注入により流血中

次上昇して10日前後で約50%の憎加を示して最高値に オプソニン産生状態がたとえ元進はしてもその程度は

達するが，それ以後もなお連続注入をつ Yけると却つ 正常例に絞べる と透かに貧弱である 併しそれでもな

て流血中のオプソ＝ン値は3週自に入ると共lこ下降の おメチオユン， Fボフラピンを併用した場合に於て

傾向を示すに至った．而してこの現象は脂肪同化能力 は併用しなかった者と C）間以上著明な差異が認められ

の弱い家兎の静脈内へ長期に豆り，而も脂肪乳斉I]のみ たのである．このことは気日付近のものの全身的影響も

を連続的に住人すると組織学的並びに生化学的にも立 考えられはするが，吾々の笑胤結果からすれば軍ろ気

証せられた様に注入間肪の蓄積状態が惹起されるとい 胸それ自体にもとずく肺臓の有効面積の縮少に伴な

う事実から理解されよう． ν，気胸側肺臓の脂肪処理機能が著しく低下するた

そこで更に抗脂肝性作用物質であるメチオニンを脱 め，たとえ健側肺， n1ニ臓，脚臓がその機能を代償して

肪乳剤と併用したところ，乳剤注入実験i規始後4日目 も，注入脂肪の利用は正常例に比し，ともすれば不円

に於て既に50~(jの溜加を示して最高値に達し止，而 滑且つおくれ勝ちとなる結烈によるものと考えられ

して以後略々同じ高さを保持したが，3週の終りに主 ふ．而してこの際も脂肪乳剤の注入による流血中オプ

るとやはり程度乍らアl砕する傾向が認められた．。i：し ソニン産生機能の克進は注入脂肪が処理利用され，全

これに更にリポプラピンをも併jiiするとオプソニンの 身の組織細胞のI初出：元進し，それに伴ってJn米され

産生状態は更に改善さJG,7日目で一応ピークを示 た 1 つの現象として理解しf~＝1-<s であろう．

し，それ以後といえども流血中オプソニン値は徐々乍

ら漸次上昇を示し， 最高70%のi曽加を示し仁．叉tUH B. 気胸/JIJJに於ける脂肪処理に

中止後は漸次正常に復した．而してこの現象は前述の 関する組織顕微化学的検索

如く乳剤のみを単独：二1i－入じた場合と奥り， メチオニ

ン，リボフラピンの併用により注入間l坊が順調に処理

され，芸書積状態を現わすことな：利用しつくされる結

果に他ならないと考える．

之に反し気胸例に総ては正常例に比し一般にオプ ゾ

ニン産生機能の克進が著明でない.Ji!Dち手L剤を 1回

限り注入しずこ場合には，涜血中オプソニン値の上昇は

僅かに注入後5日目頃に主って初めて程度の上昇を示

すのみで、あり，更に連続的に脂肪乳剤のみを注入した

場合でも，注入開始終，而も，tの程度に於てこそ程度

ではあるが漸次オプソニン産生の充進を示しIO日前後

には約25%のi曽加を示した．市して2適自に入るとや

はり低下の傾向を示しt.::_.

更にこの場合メチオニン， リボフラピンを併用する

と，やはりオプソエン産生に好影響が認められた．即

ちメチオユンのみを併用した際には第 1週には特別の

変化を示さず，而も第2週に入っても低下する傾向は

なく徐々に上昇し約40%のi曽加を示したが，第3週の

終りに至るとこの際も亦低下の傾向を示した．而して

更にメチオニンとリポフラピンの両者を併用するとオ

プソユン産生機能の克進は更に一層顕著となり， IO日

前後で既に約50%c＇）楢加を示し－：，ぷ頂点にj主し，以後

注射継続中は依然として低下の傾向を示すことなく，

寧ろや L上昇の傾向に終始した．

J.fri_JH~1~Ufi u J治絞機転に関連して，気胸Rrli臓に於ける

経静脈陀若しく（ ；~経気道性に到達した異物の処理状態

に関する研究は散見するが，時肪の処理状態を追究し

た研究は殆んどない，近藤は牛乳中の脂肪球が間合微

細ー己あることに着目し3 その注入前綬1こ気胸を：r,・t、2・

脂肪球の消長を形態学的に1決裂し何れの場合にも脂肪

処理が元進すると述べたが，牛手L中の脂肪球は概ね赤

血球より大をし多くは栓袋の状態を塁し，叉唯 1回

気胸の場合と連続成Di~状態においた場合とでは肺臓の

反応態度も異なり，同一に論じられないものである．

そとでTJ、は連続成脱状態にj』いた家兎の而も脂肪代謝

に関与している肺臓，肝臓，牌臓等の言者臓器力、幸子 の々

脂肪乳剤に対して示す処理状態を追究し，これと麻珂

の行った正常例の突験成績と比較検討した．而して変

化の中心が肺臓にあるので軍復をさけ，主として肺臓

の所見を記述する．

I責験方法

自iT記諸笑験と問機にとTとめ千JlO日聞にlIり右側気胸を

行いこれに慣らした家兎を試獣とした．而して脂肪乳

剤の 1回注射の場合には体重lkg当り脂肪にして0.5g

を，父連続注射に際してはその半量宛を耳静脈内へ注

入し逐時的に一定時間毎に頚動脈を切断，放血，致死せ
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しめた家兎の左右！Jill検，肝臓，JI叩臓の失々一定部r:i:な10

%中性ホlレマリ ン液中に固定し，然る後カ ーグオワツ

グλ包埋法により標本な作製した．染色は Gor,D)JANN

氏組織脂肪染色注を主とし，更に S)1lTII-DmTtHCH氏

リポイ ド染色を併せ行ったが，試獣は約24時間絶食せ

しめた後実験に供した．

Il 脂肪乳剤のみを注射した場合の所見

1) 肉眼的所見

肺織は友者各葉共表面平滑で、ある．左側JI市は大さ，

形状，限度共に尋常で淡赤、白色を呈するが，右側月市は

左側lldiに比し粉 縮々少し，il!J＜に段IJ見状態強考部分はプI>:

＜~照気状 J ， 恰かもH111融機陪赤偶色を呈し， 硬度もm

A硬い感iJ.：；＿，ら．而もこの状態は長期に豆り気胸を行

った例科著明である．併し出血斑は全く証問し得な

い．劉面には脂肪の集積，壊l死部等を認めない．叉肝

臓，牌臓にも著変を認め得なかった．

2) 顕機鏡所見

a) 右側肺臓 （成脱側）

気胸のため一般に胸膜が肥厚し，肺胞が圧迫三れ，

唯ll党が強い部分間！市胞腔が縮少若し くは消失し，R市胞

墜はや LH巴厚している．而して同部の肺胞箆毛細管は

拡張し，その中に多数の赤血球を認めた．この様に！殺

脱が充分行われた部分では注入時肪球が肺胞喰細胞中

に多数民l!'Zされた像を呈し，特にその税廃

は;J',ffli!i1JJ1'K周辺部のそれら細胞中に著明に認

められた．比較的太い血管内には注入/Ji'/肪

球を認 めない．而してXl血管を詮議した像

も勿論認められなかったd 更にこれを能漏出

に観察すると件．入脂肪球の大部分・は前述のι

織に附jij包I食細胞に接Wlされてはいるが，又

可成り多くの注入脂肪球が肺胞中隔若しく

t はIii昔胞従毛細管中にあたかも浮世官した様な

第9図 ・1" ;11111Jr1; 30分後 J(lli'i'l,';J辺にl脂肪球が多〈認めらわる

(Sudan染色 ×400)

j約呈して居た．而して之等nr阿佐中剛 腕

Jj包自主毛細管中lて認められる照肪球のS印刷

染色fやはかなり強く ，なお明らかに中性腺

肋の性状を示して居れ 而もこの部分に可

視の脂肪球は：＇.11寺間頃まではかなり多量に

認められるが，その後は徐々に消失した．

而して一般に！！市のl彰脱が充分に行われた部

第10函 /r;l_Iニ11£.，大凶 ！｜旨)J}j球は 町／i)抱』：r刺胞にti~Jix されているが
- .':1；封l,J i~ されナーに i？：減 した織な保がJ↓ られるものもあ
る (Sudan染色×1000)

4 分に認みられる脂肪球はそれがたとえ府組

l食細胞中：こJ~JXfされていてい リポイ r反

応が弱かった．

5と段目見の充分？？われていない部分に於

ては，脂肪主まな撰取しすこ肺胞喰細胞の数は

前言，3段！日tの充分に行われた部分のそれに較

べて少YzJある仰 又Il入後引時間自頃から

脂肪をffUI（したH~性エオヂンキm胞の滋1±1が

；認められ，九時間前後に於’て長 も著明と

なり p しばしば大血m’内にも発見亡れ／：.

航して ト 12時間1’経るとこれらl岡崎
に認められた脂肪球は著しく減少し問時

に SuoA~染色性が二貨色をおJ, リポイ v反

応がや L著閑とな ；ん 注入後721時間を経て

初めてその殆んどが消失した． そ
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第 11図

:{; iHtJIJij; 4時間三f'

).ff.:ij止の ~~ ν 、部分にリポイドがや 、夜

明に認められるが，r,k股の強ν、部（一:Ir.

t部）は少い

(Smith.！.＼；染色×1000)

第 12図

布 f~IJ 日市 48時間

tMH旨肪を合有せる肺胞l喰細胞が認め

られる

(Sudan染色×1000)

第 13国

有ill!U1市 96時間

みt~＇i＇伏i\h持巴漉胞内にリポイドが認

められる

(Smith氏染色×400)

肥大した気管校墜淋巴脆胞中にも服！幼球を似i反した単 に突II:！剥間在した細胞は少し 又気管佼内容中にも脂肪

核細胞が認められたが，これも96時間以後消失したe 主求を熊取した斯る剥離細胞を殆んど見ない．連続注射

而して間部のリポイド反応も陽性で、あった．叉肺胞内 の場合に於ては以上の所見が第2週目頃から更 に著
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明となって中性脂肪と思われる Sc i，、 N {M~tl：の強い阿 ったが，併し脂肪経宝，細胞浸潤，果物巨体細胞，肉

l.lh球が多く認められ，lliii胞内に突出鉱離した脱肋球を ~F底等は全く認め得なかった．

餌取した肺胞l食細胞もしばしば認める傑になると共に b) 左側肺臓 （健側肺）

斯るff<l離細胞を気信校内容中にもしばしば認めるに至 一般に健側に於ては代償性気腫が見られ，充血像

砂‘

iJi <i• 

. 窃・＇ •‘． 
唱t

I 

i 

第 14図

左fill］曲j; 30分

脂肪ごまを摂取 した肺胞壁細胞が多く

認められる.1月ー し虚11佐側よ りは少い

(Sudan染色 ×1000)

第 15図

1r.fllllllrli 4時間

脂肪を椛］jl{した和l泡が未だ認められ

る

(Sudan染色×400)

第 16図

左lllll肺 7時間

同上

(Sudan染色x1000) 



血中オプソェン値の消長より観た肺臓の脂肪代謝峨能に関する笑験的研究 81 

を呈するが，時折反対に萎縮した部分も認められるこ

とがあった，災住入問肪球を朝岡管内に発見すること

はこの際も困難であった．而して脂肪球を偲取した肺

胞喰細胞は3［時間まではかなり多く認められたが，併

し虚脱側に絞べれば望書かに少く，叉 SUDAN染色↑告は既

に寧ろ淡賞色を示すものが大部分で，而も仮性エオヂ

ン細胞の遜：出もF倒見側に較べ僅少で、あった柑而して3

時間以後に於ても術数は少いがこの様な件ー入lifitl)J:£まを

摂取した肺胞I~主細胞を認めP それら細胞中に領府、され

た脂肪球のうちにはなお依然として注入時問機の性状

を宇野ひ•tこ SuDAN染色性の強い中性脂肪の性状を示すも

のがしばしば認められた．而してこれは恐らく慮脱1耳』

』こ一旦流入しTこ鵬肋王求がリポイ γイとされる事なしに再

ひ

われる命このことは脂肪手l測を正常家兎に注入した際

既に3時間で肺灘に流入した注入脂肪球が処理しつく

され，肺臓からぎl',：く消失するにむ拘らず，片側肺に苦言l

胸が施された家兎に於てはそれに対し注入脂肪球が消

失する迄には，鹿脱肺でも健側肺でも72～961寺聞を要

し，而も虚脱肺の脂肪球減少につれて健側肺の肺胞喰

細胞中に認められるこれら注入問肋球も又減少する事

突からも推察される，斯くして全校的にみる！と虚脱肺

陪比し健側肺ではリポイ，..反広が活漆で、あった．連続

注射した場合に於ては脂肪球を同町したJriliJ胞喰細胞は

1回注射i時に較べ一層著問に認められ，従って又irm胞

内に剥荷量ずる所見も認められはしたがg これらの所見

は虚脱肺に較べれば遥かに弱かった．

c) 肝臓』1U卑臓

組織学的に気胸自体にもとずく変化を認めず，麻田

のE常例と較べ著変はない。唯強いていえば注入脂肪

球が肝昼細胞，日卑の網内系細胞群に撰寂される状態が

著明で数が多い様に思われる，例えば麻田は正常例の

長期注射実験に於て脂肪球を倶取しすこ長細胞は全星細

胞のIO～5分の 1であると述べでいるが，私の行った

気胸例ではこの数が更に著明に楢加する様に恩われ

た．又肝臓に於ては GL!3i!ON氏鞘内に脂肪球を摂取し

た組織球性細胞，仮性エオヂン細胞がや L多く認めら

れたが，毛細管内に於ては脂肪時そのものを発見する

ことは出来なかった柑斯くして叉鍛後の注入脂肪時を

処理する迄に要する時間もや L延長はするわら，そ．の他

の変化はなく，従って肝細胞に脂肪浸潤を来たすμ立ri

き所見も認められなかったω

m メチオユシ及びリボフラピシを併用 L

た場合

ささに麻田はメチオユン併用のもとに脂肪手L剤を長

期に豆り正常家兎静脈内へ注入した場合には，肺臓，

JI-TI覇軍， H卑臓の網内系細胞のみならず肝政実質細胞中に

も注入脂肪の蓄積状態を来たさないことを認めている

が，気胸例でもメチオニン2 日ボフラピンそ併用した

際も注入脂肪の蓄積像は認め得なかった。而してメチ

オユン．リポプラ仔ンを併用しなかった際の所見‘主比

叡するに次の様な所見が』認められた日 』

1) 肺臓に於てはメチオニ Y, リポフラピンの併用

下に乳剤を連続性射した場合肺胞内に剥離脱落する細

胞は併用しなかった際に較べ少し虎脱肺に於℃もリ

ポイ v反応が活援となる縦である内

2) 肝3援に於ても注入脂肪球を隈取した長細胞がや

与少くなり，而もその脂肪球倶取にもとずく膨れ方も

その穂度が這かに弱かった．

N 総括並びに考案

気胸を行った家兎の静脈内へ脂肪筑剤jをi牛入する と

肺胞l食細胞，肝主主細1包，牌の網内系諸細胞等が著明に

注入脂肪球を痕取することは正常例と何等変りはない

が，健常側姉に較べ虚脱側肺に注入脂肪ままが遥かに多

く集積する像を呈しfこ．開して肺臓以外の臓穏に於け

る所見は量的吟間的変化が見られるほか，さして著変

を認めない．一般に気胸を行う時は最脱肺は修血像を

呈すると共に，同時に静脈内に注入された異物は鹿脱

側の月m臓に多く沈篇するということは既に STRAUSS,

下村等によって閉らかにせられているところ である

が，私の行った脂肪乳剤住ふ成績でも叉全く同じ結巣

で、あった．而して斯る状態の発生は穆血という血流に

もとずいた passive.な条件によるものと考えられる．

斯くして閥j党側の肺胞喰細胞によって倶取された脂肪

球の細胞内処浬が前述した機なリパーゼ価の低下，血

流の変化にもとずく局所の睦素不足等tとより，緩慢と

なりその全てが充分に円滑に且つ速かに処理しつくさ

れず，ために一旦は度目覚側に流入し乍らもその余剰の

ものは再び血流を介して健側肺若しくは肝臓， ~f臓等

に運ばれ処理される命叉鹿脱肺に流入した脂肪球の一

部は前述の虫fl＜逃走川胞により，あるいは又淋巴流に

より淋巴細胞に吸収されることによっても処越され

る．叉後述の如く略夜中への排組：も同時に行われるも
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のと考える．而してこの手事実は気胸後に於て静脈血

の総脂肪酸景が楢加すること， 1えび脂肪負荷持に於て

Liparnieの状態が長く続くという生化学的事実とよく

寸々「るもので、ある．

一般に虚脱肺臓の異物に立すする反応は異物の性質に

より異り，下村によると有害無益なものに対してはI食

澗抱はこれを貧1食し肺胞内に脱出せしめて経気道的に

排余するが，無害有益なものに対しては組織内に摸取

沈清処理し，肺胞内への脱出が認められないという．

若 々の実験に於て脂肪球を摂取して肺胞内に剥離j副党

する肺胞壁細胞が気胸を施した家兎の肺臓に於て 1回

注射－ci土殆んど認められないが長期に豆るとしばしば

出現するようになることは，注入脂肪球の全てを処理

し得’；九多少とも蓄積傾向がららわれてくるとこれ

を略波中へ排1止しp 多少とも毛主！支えー防止しようとす

る合目的反応であることを意味するものであろ う．更

にメチオ竺ン並にリボフラピンを併用するとこの剥離

細胞が連続注入を行った際でも，殆んど認められなく

なることからみても，メチオニ ン，リポフラピンを併

用することが如何に合理的であるかが理解されるので

あるa

c. 結 論

苦々の脂肪乳斉I］を静脈内に注入した場合の流出中の

オプツニン値の推移を正常~kび気胸家兎について検討

し，奥l’こ気胸家兎に於ける注入脂肪，lj処迎lJ;l~ !Thを組織

顕微化学的に追究して，次の結論に到達した．

1) 脂肪乳剤のみを静脈内に注入すると流血中オプ

Yニン値の上手1を認めるが， 気胸例ではこの貌象が著

閉でない．

2) 脂肪乳剤のみを連続注入すると流血中のオプソ

ニン値は更に漸次上昇を認めるが，正常例でも 3週

色気胸例では2週目に至ると，日旬肋乳剤の注入合そ

れ以上続けても却って注入脂肪が体内に蓄到 する結

巣，オプソニン値は下降の傾向を示すに至る．

3) 前項の事実はメチ4ニンの併用により，叉以に

メチオニンとリポフラピンの両者を手L斉｜！と同時に併用

することにより著しく改善され， l持に後者の場合に於

ては脂肪乳剤の注入を継枕している間終始流血中のオ

プソユン産生状態は著しい元進を示し，正常例では

70?o，気胸例で＇， SS?oのI曽加を認めた．而Lてその流

血中オプソニンのよ曽加曲線は極めて溶かであった．

4) 以上何れの場合に於ても流血中のオプソ＝ン庭

生の元進税皮には正常例と気品7例との間に著明な差が

認められる．而して組織顕微化学的検索によって，気

胸例に於ては注入脂肪の処理に要する時間がE常例よ

りも遥かに延長する事実を知った． ’i 

5) 肺臓の中性脂肪を担ポイ v化する機能は備体の

脂肪代謝土極めて重要な位置を占めることは既に明ら

かなところでらるが，脂肪乳剤の注入による涜血中の

オプツエン産生年機能はこの肺臓の脂肪代謝機能と密接

な関険性を有する．

6) 即ち脂肪乳剤l注入による流血中のオプソエン値

の上昇は注入脂肪が円滑に而も順調にリポイ l・・，ケト

ンを経て処理利用される結果全身組繊細胞の機能冗進

を来たし，それに伴って招来された1つの現象とみな

さるべきものであって，決して単なる脂肪の網内系刺

戟作用として招来されたものとは考え難い．

7) 流血中オプツニン値の推移曲線からみても本脂

肪乳剤を静脈内へ注入するに当札メチオエン， Hポ

フラピンの併用は極めて合理的である．

木研究に当ってfff司教示を得た日笠~、則講師に深い

感謝の意を俸げる．

向本研究は文部省科学試験研究費の援助を受け

た．併記して感謝の意を表する．
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